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１．経営戦略策定の背景 

1-1. 経営戦略策定の趣旨 

現在、全国的に水道事業を取り巻く環境は大きく変化しています。 
社会的情勢としては、2010 年に老年人口の割合が 21％を超えて今も上昇を続ける超高齢社

会、2053 年には 1 億人を割る見通しの人口減少、東北地方太平洋沖地震や熊本地震、九州北

部豪雨など頻発する大規模自然災害、新型コロナウイルス感染症の流行に伴う新しい生活様式

の定着、急激な物価上昇などが挙げられます。 
また、水道事業においては、令和元年 10 月に施行された水道法の改正、人口減少に伴う給

水収益の減少、高度経済成長期に整備した水道施設の老朽化、大規模災害に備えた水道施設の

耐震化、水道水に対するニーズの高度化、広域化や PPP（官民連携）など経営手法の多様化が

挙げられます。 
 
宗像地区事務組合が経営する水道事業においても、予想を上回る人口の増加や水道法の改正、

新型コロナが引き起こしたパンデミックなど、ここ数年で大きく環境が変化しています。 
 
このような水道事業を取り巻く環境が変化する中、水道施設の計画的な更新・耐震化を進め

て施設の健全性を維持していくためには、投資費用を合理化したうえで財政試算と均衡させた

収支計画を策定する必要があります。 
 
そのため、令和 4 年度に策定した「宗像地区事務組合 水道ビジョン 2027（令和 5 年度改訂

版）」で掲げた基本理念と基本方針の実現、また、その指標となる数値目標の達成に向けて「宗

像地区事務組合水道事業経営戦略」を策定し、本計画に基づいた計画的かつ合理的な経営によ

り、経営基盤の強化と財政マネジメントの向上を実現していきます。 
 

 
図 1-1-1 経営戦略の位置づけ 

 

1-2. 計画期間 

宗像地区事務組合水道ビジョン 2027（R5 改訂版）では、令和 5 年度から令和 9 年度までの

計画の見直しを行いましたが、経営戦略は安定的に事業を継続していくための中長期的な経営

の基本計画であることから、本経営戦略の計画期間は 10 年間（令和 5 年度～14 年度）としま

す。 
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２．水道事業の現状と課題 
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２．水道事業の現状と課題 

2-1. 人口動態 

平成 12 年～令和 2 年までの国勢調査結果によれば、宗像市と福津市の人口はこれまで増加

傾向が続いています。 
全国的には人口減少時代に突入したと言われて久しいですが、宗像市と福津市においては現

在も増加し続けており、特に福津市では増加率が宗像市より高い状況です。これは、福間駅東

土地区画整理事業や大型ショッピングモールの出店（ともに事業は完了）による影響と考えら

れます。 

 
国勢調査 

図 2-1-1 宗像市と福津市の人口動態 

 
2-2. 水需要の動向 

宗像地区事務組合水道ビジョン 2027（令和 5 年度改訂版）では、過去 10 年間の実績を基に、

今後の水需要の動向を予測しています。 
本経営戦略の計画期間である令和 14 年度までは、人口、水量ともに今後も増加する見通し

です。 

 
図 2-2-1 水需要の動向  
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２．水道事業の現状と課題 

2-3. 水道施設 

1) 施設概要 

宗像地区事務組合水道事業では、1 取水場、2 浄水場および 13 配水池の水道施設を有してい

ます。 
そのほかに、離島にある大島簡易水道、ならびに本木簡易水道の 2 簡易水道を運営していま

す。 

 
図 2-3-1 水道施設の概要  
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２．水道事業の現状と課題 

水道施設のうち、管路延長は以下のとおりです。宗像地区事務組合の有する管路の約 97％が

ダクタイル鋳鉄管と硬質塩化ビニル管となっています。 
 

表 2-3-1 管種別・用途別管路延長 

単位：m  

管  種 導水管 送水管 配水本管 配水支管 合 計 （比率） 

ダクタイル鋳鉄管 2,495 26,325 236,691 308,780 574,291 58.2% 

鋼管 113 189 4,561 12,057 16,920 1.7% 

石綿セメント管 0 0 34 109 143 0.0% 

硬質塩化ビニル管 0 0 611 386,161 386,772 39.1% 

ポリエチレン管 111 877 0 4,361 5,349 0.5% 

その他 37 106 891 3,494 4,528 0.5% 

合  計 2,756 27,497 242,788 714,962 988,003 100.0% 

（ 比 率 ） 0.3% 2.8% 24.6% 72.3% 100.0%  
出典：令和 3 年度水道統計 

 
 
2) 稼働状況 

多礼浄水場の稼働状況は、以下のとおりです。 
人口の増加に伴う給水量の増加により、施設利用率、最大稼働率ともに福岡県の中央値より

高い値となっており、水道施設を効率的に運用している状況です。 

 
図 2-3-2 水道施設の稼働状況（水道統計） 
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２．水道事業の現状と課題 

今後 10 年間の施設利用率および最大稼働率の見通しは、以下のとおりです。 
最大稼働率は 100％以下であり、また施設利用率は令和 14 年度で 78％程度であることから、

今後も効率的に施設運用することができる見通しです。しかしながら、最大稼働率が 95％を超

える見通しであるため、多礼浄水場の増強や浄水受水量の増量などの対応策について、費用対

効果やリスクなど多角的・総合的な視点から事前に検討しておく必要があります。 

 
図 2-3-3 水道事業の稼働状況の将来見通し 

 
次に、配水池の貯留能力の見通しを示します。 
人口の増加に伴い一日最大給水量も増加する見通しであり、それに反比例して配水池の貯留

能力は低下する見通しです。ただし、貯留時間は水道施設設計指針 2012 にある「一日最大給

水量の 12 時間分」を確保できる見通しです。 
 

 
図 2-3-4 配水池の貯留時間の将来見通し  
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２．水道事業の現状と課題 

3) 経年化・老朽化 

水道施設の経年化・老朽化の状況は、以下のとおりです。 
浄水場の構造物は法定耐用年数（60 年）を超過していません。しかし、電気設備・機械設備

は約 44％が法定耐用年数（15 年）を超過しています。 
一方、管路も老朽化が進行しており、約 12％が既に法定耐用年数（40 年）を超過していま

す。また、将来的に法定耐用年数を超過する経年管が約 49％あることから、今後、計画的に更

新を推進しなければ老朽化が急速に進行するおそれがあります。 
 
 

表 2-3-2 浄水場の老朽化の状況 

 
※出典：令和 3 年度水道統計 

 
 

表 2-3-3 管路の老朽化の状況 

単位：m      

用途 

0～20 年 

 

（健全管） 

20 年超 

～40 年 

（経年管） 

40 年超 

 

（老朽管） 

合計 
法定耐用年数 

超過管路率 

導水管 
108 2,403 245 2,756 

 
3.9% 87.2% 8.9% 100.0% 

送水管 
3,173 21,339 2,985 27,497 

 
11.5% 77.6% 10.9% 100.0% 

配水本管 
77,439 139,725 25,624 242,788 

 
31.9% 57.5% 10.6% 100.0% 

配水支管 
302,258 323,408 89,296 714,962 

 
42.3% 45.2% 12.5% 100.0% 

合計 
382,978 486,875 118,150 988,003 

12.0% 
38.8% 49.2% 12.0% 100.0% 

※出典：令和 3 年度水道統計 
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（受水除く）
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3
/日）

法定耐用年数
を超えた
施設能力

（m
3
/日）

法定耐用年数
超過浄水施設率

45,130 29,730 0 0.0%

電気・機械
設備総数
（設備数）
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超過設備率

39 43.6%
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２．水道事業の現状と課題 

4) 耐震性能 

水道施設の耐震性能は、以下のとおりです。 
浄水施設およびポンプ場は耐震性能を有していません。配水池は耐震診断によって耐震性能

を照査した結果、耐震性能を有している配水池の割合は全体の 75％となっています。基幹管路

は全体の約 40％程度が耐震適合性を有しています。 
今後はこれらの構造物や管路の耐震化を推進する必要があります。特に、上位計画である新

水道ビジョン（厚生労働省）では基幹施設の耐震化率 100％を目標としていることからも、基

幹施設である浄水場の耐震化は急務です。 
 

表 2-3-4 水道施設の耐震化の状況 

 
出典：令和 3 年度 水道統計 

 
 
【用語説明】 

L2（レベル 2） ： 耐震設計を行う際、耐えられる地震の大きさを 2 段階に分けたものです。

L2（レベル 2）は、過去や将来にわたって構造物が受けると考えられる

最強の地震動です。例えば、阪神淡路大震災や東日本大震災が L2 にあ

たります。 
一方、L1（レベル 1）は比較的頻繁に起きている中規模の地震で、構造

物の耐用年数にわたって 1 回以上は受ける可能性が高い地震動です。 
   
ランク A ： 水道施設の重要度をランク A1、ランク A2、ランク B の 3 区分に分けた

ものです。ランク A はランク A1 とランク A2 の総称です。 
被災した場合に断水などの影響が広範囲にわたる基幹的な水道施設（浄

水池、配水池など）であるほど重要度の高いランク A1 となります。 
  

備考

L2対応 L2未対応 不明 L2対応 L2未対応 不明

0 29,600 0 0 29,600 0

導水管 送水管 配水本管
耐震管
の延長

耐震適合性が
ある管の割合

耐震管
の割合

2,756 27,497 242,788 59,957 38.7% 22.0%

29,730

不明

0

耐　震　化　状　況
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0
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（主要構造物）

ポンプ場

配水池

沈殿池 ろ過池

ランクA
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0
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29,730
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0

施設能力
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施設能力
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揚水能力
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6,980
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耐震化率

0.0%

0.0%

0.0%

75.0%
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２．水道事業の現状と課題 

2-4. 経営状況 

経営状況を収益性や生産性、施設効率等の観点から整理します。 
 収益性や生産性、経営安定性は高く、料金回収率は 100％以上を維持しており、施設の使用

効率は向上しています。企業債残高の縮減により将来世代への負担が軽減できていることもあ

り、経営状況は良好です。 
ただし、収益性や料金回収率の変動から、近年の物価上昇の影響が見て取れます。そのため、

インフレをはじめとした将来の不確実性を考慮し、収益性や施設効率の更なる改善に努めます。 
 
＜収益性＞ 

収益性は健全な経営状況であるかを判断するものです。営業収支比率以外の収支比率は、

全国や福岡県などの中央値と比べて高い水準ではありますが、一方で当該比率は低下傾向

であり、収益性は低下してきています。装置産業である水道事業では、近年の急激な物価

上昇の影響を大きく受けています。 
 

＜生産性＞ 

生産性は、適正な職員数による経営がなされているかなどを示します。職員一人当たり

給水収益が中央値と比べて非常に高いことから、高い生産性であることが分かります。 
なお、当該指標がこれだけ高い値であるのは、北九州市に包括委託した効果の表れです。 

 
＜費用＞ 

企業債残高の縮減効果により、企業債関連の指標は中央値と比べて低く、将来世代への

負担を軽減できている状況です。 
 

＜料金＞ 

料金回収率は中央値より高い値ですが、営業収支比率など各種収支比率と併せてみれば、

経営状況、収益性は日本経済の影響を受けて低下している状況です。 
 

＜施設効率＞ 

施設効率は、固定資産使用効率が中央値より低いことから、効率性は低い状況といえま

す。ただし、この指標は人口規模や地形的制約に影響を受けます。宗像地区事務組合の固

定資産使用効率は上昇傾向であるため、効率性は改善されてきています。 
 

＜安定性＞ 

中央値と比べて、自己資本構成比率が高く、企業債関連の割合も低いことから、事業経

営の長期的安定化に向けた経営基盤の強化は維持できているといえます。 
固定比率は 100％以下となっており、固定資産への投資が自己資本の枠内で収まってい

るため、財政面で安定しているといえます。 
企業債償還元金対減価償却費比率は 100％を大きく下回っており、中央値よりも低い値

です。 
これらを総合的に勘案すれば、経営の安定性は高いといえます。 
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２．水道事業の現状と課題 

表 2-4-1 経営状況 

項   目 
事務組合 中央値（R1） 判断

基準 
※3 H30 R3 全国 福岡県 類似※2 

収益性 

営業収支比率（％） 100.1 97.4 101.2 103.5 103.5 △ 

経常収支比率（％） 117.8 115.8 110.1 112.3 113.1 △ 

総収支比率（％） 117.8 115.8 110.3 111.8 112.5 △ 
繰入金比率 
（収益的収支分）（％） 0.2 0.3 0.3 0.1 0.1 ▼ 
繰入金比率 
（資本的収入分）（％） 34.0 11.8 6.0 6.1 5.7 ▼ 

生産性 職員一人当たり給水収益 
（千円/人） 499,432 523,803 68,619 74,322 90,347 △ 

費用 

給水収益に対する 
職員給与費の割合（％） 1.0 0.9 10.6 9.9 8.9 ▼ 

給水収益に対する 
企業債利息の割合（％） 2.4 1.8 5.4 5.3 3.5 ▼ 

給水収益に対する 
減価償却費の割合（％） 45.8 45.6 44.1 36.3 37.5 ▼ 

給水収益に対する 
建設改良費のための 
企業債償還金の割合（％） 9.2 10.3 19.5 20.2 13.7 

▼ 

給水収益に対する 
企業債残高の割合（％） 140.9 122.2 308.8 289.3 207.8 ▼ 

料金 

料金回収率（％） 107.7 107.2 103.8 104.8 106.7 △ 

供給単価（円/m3） 206.1 205.4 171.5 202.5 162.2 ▼ 

給水原価（円/m3） 191.3 191.6 167.8 185.7 151.6 ▼ 
1 ヶ月 10m3 当たり 
家庭用料金（円） 1,750 1,783 1,512 1,727 1,221 ▼ 

1 ヶ月 20m3 当たり 
家庭用料金（円） 4,018 4,093 3,168 3,940 2,827 ▼ 

有収率（％） 90.9 91.7 86.7 91.8 92.1 △ 

施設 
効率 

固定資産回転率（回） 0.08 0.06 0.10 0.11 0.11 △ 
固定資産使用効率 
（m3/1 万円） 3.9 4.5 6.7 6.2 7.6 △ 

安定性 

流動比率（％） 422.6 615.1 357.7 391.2 349.0 △ 

自己資本構成比率（％） 88.0 88.9 71.2 70.2 77.8 △ 

固定比率（％） 96.4 92.3 120.7 118.0 110.2 ▼ 
企業債償還元金 
対減価償却費比率（％） 30.7 36.1 66.9 75.7 49.6 ▼ 

※1 出典：水道統計（事務組合の R3 は決算書から算定） 
※2 類似事業体は、給水人口 100,000 人以上、150,000 人未満の 89 事業体 
※3 △：高いほど良い、▼：低いほど良い 
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２．水道事業の現状と課題 

2-5. 課題 

経営戦略における今後 10 年間の主な課題は次のとおりです。 
 

表 2-5-1 今後 10 年間の主な課題 

問 題 点 課   題 

経年化・老朽化の進行   老朽化した水道施設（主に設備と管路）の計画的更新 

耐震化の停滞 
  構造物（浄水場）の耐震化 
  更新に併せた管路の耐震化 
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３．投資・財政計画 
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３．投資・財政計画 

3-1． 投資試算 

水道施設の老朽化への対応や安定給水の確保には多額の資金が必要となることから、「投資

の合理化」を踏まえた投資試算を行います。 
なお、工事費は税込額とし、消費税率は 10％と設定します。 

 
1) 施設整備 

施設整備内容は、「宗像地区事務組合水道ビジョン 2027（令和 5 年度改定版）」において掲げ

た施策メニューを基本とします。また、その際には同ビジョンに掲げた経営目標を達成できる

内容とします。 
 
① 多礼浄水場の電気設備更新工事 

前回の経営戦略で示したとおり、引き続き老朽化している多礼浄水場の電気設備の更新工事

を進めます。 
前回の経営戦略からの進捗状況を踏まえ、令和 5 年度以降の更新工事の内容と工事費は、以

下のとおりとします。 
 

表 3-1-1 電気設備更新工事費一覧 

委託費 調査・測量費 10,065 千円（税込） 

工事費 多礼浄水場 

急速ろ過池表洗ポンプ増設 22,572 千円（税込） 

受変電設備（管理本館） 139,347 千円（税込） 

受変電設備（送水ポンプ棟） 63,164 千円（税込） 

受変電設備（導水ポンプ棟） 31,246 千円（税込） 

電気計装設備（管理本館） 238,004 千円（税込） 

電気計装設備（送水ポンプ棟） 220,513 千円（税込） 

電気計装設備（導水ポンプ棟） 126,477 千円（税込） 

電気計装設備（急速ろ過池） 102,677 千円（税込） 

電気計装設備（活性炭ろ過池） 123,696 千円（税込） 

自家発電設備 272,838 千円（税込） 

多礼ダム取水塔 11,960 千円（税込） 
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３．投資・財政計画 

また、これらの更新工事の実施には多額の資金が必要となります。投資の平準化を図るため、

施工期間は以下のとおり複数年での施工とします。 
 

表 3-1-2 多礼浄水場の電気設備更新工事の施工時期 

年度（令和） 5 6 7 8 9 

多 礼 
浄水場 

急速ろ過池表洗ポンプ増設     ● 

受変電設備（管理本館） ●     

受変電設備（送水ポンプ棟） ●     

受変電設備（導水ポンプ棟） ●     

電気計装設備（管理本館）  ● ●   

電気計装設備（送水ポンプ棟）    ● ● 

電気計装設備（導水ポンプ棟）  ● ●   

電気計装設備（急速ろ過池）  ● ●   

電気計装設備（活性炭ろ過池）    ● ● 

自家発電設備 ●     

多礼ダム取水塔    ● ● 
 
 
② 多礼浄水場の耐震補強工事 

基幹的な水道施設である多礼浄水場について、水道ビジョン 2027（令和 5 年度改定版）で

は、主要構造物（沈殿池およびろ過池）の耐震化率を 30％以上にする目標を掲げています。 
したがって、多礼浄水場の主要構造物に対して耐震診断を実施し、必要に応じて耐震補強し

ます。なお、令和 4 年度に水道施設耐震工法指針・解説が改定され、本施設の構造計算では動

的解析が必要となったことから、耐震診断の対象施設は沈殿池とろ過池の 2 施設に絞りました

が、委託費は高額となっています。 
 

表 3-1-3 多礼浄水場耐震化事業費一覧 

耐震診断 調査・測量費 77,000 千円（税込） 
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３．投資・財政計画 

③ 配水池の耐震補強工事 

水道ビジョン 2027（令和 5 年度改定版）では、配水池の耐震化率について、令和 9 年度に

85％以上と掲げています。 
前回の水道ビジョン策定以降、配水池の耐震診断を実施してきた結果、配水池の耐震化率は

75％まで向上しました。そこで、水道ビジョン 2027（令和 5 年度改訂版）では、配水池の耐震

化率の令和 9 年度目標を 40％から 85％まで上方修正しました。この経営目標を達成するため、

次の配水池の耐震診断を実施します。 
 

表 3-1-4 配水池耐震化事業費一覧 

自由ヶ丘低区配水池 耐震診断（調査・測量費） 6,685 千円（税込） 

 
④ 配水池への緊急遮断弁設置工事 

施策メニューにおいて、非常時に配水池内の水を貯留するために緊急遮断弁を設置すること

としています。そこで、緊急遮断弁を 2 ヶ所設置します。 
 

表 3-1-5 配水池耐震化事業費一覧 

緊急遮断弁 
（1 ヶ所当たり） 

調査・測量費 7,810 千円（税込） 

工事費 55,000 千円（税込） 
 
⑤ 管路更新工事 

水道ビジョン 2027（令和 5 年度改定版）では、基幹管路の耐震適合率の目標を令和 9 年度

で 60％以上と掲げています。 
一方で、法定耐用年数を超過した配水管の割合は配水本管が約 11％、配水支管が約 13％で

す。これらの老朽管を計画的に更新しなければ、今後、老朽管の割合は急増していくものと推

察されます。 
したがって、老朽管を更新・耐震化したうえで、基幹管路の耐震適合率も達成できるよう、

管路の更新事業を次のとおり設定します。概ね 80 年で全管路の更新を終えるサイクルで事業

を推進していくため、前回の経営戦略よりも更新ペースを上昇させる予定です。 
なお、老朽管の更新や耐震化だけではなく、効率的な施設運用に向けた送配水系統の再編・

適正化事業が管路更新事業に含まれています。 
 

表 3-1-6 管路更新事業ボリューム設定 

 更新ペース 事業期間 備  考 

配水管 約 9.2km/年 毎年 平均口径 150mm として 
事業費から延長を逆算 
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３．投資・財政計画 

表 3-1-7 管路更新事業費一覧 

 更新内容 年間事業費（平均） 

配
水
管 

調査・測量費 
約 9.2km/年 

9,000 万円（税込） 

工事費 9 億円（税込） 

 
管路の老朽化解消・耐震化推進工事については上記の延長および事業費を基本としますが、

各年度の全体事業費を考慮したうえで調整します。 
また、当組合では、平成 30 年度から口径 150mm 以上の配水管を配水本管と定義しました。

令和 9 年度までは口径 150mm 以上の配水本管の更新に注力することで、基幹管路の耐震適合

率の目標達成を目指します。 
 

ここで、上記のペースで基幹管路を耐震化した場合、基幹管路の耐震適合率は下表のとおり

となります。 
 

表 3-1-8 基幹管路の耐震適合率の見通し 

 
現況 

（令和 3 年度） 
 令和 9 年度  令和 14 年度 

耐震適合管延長（km） 106  142  164 
基幹管路延長（km） 273  273  273 
基幹管路の耐震適合率 38.7% → 52.1% → 60.2% 

 
 
⑥ 管路の拡張工事 

これまで、人口の増加に伴い管路の拡張工事を推進してきました。今後も人口は増加する見

通しであることから、引き続き拡張工事を推進します。 
そこで、上記の老朽化解消・耐震化推進工事に加えて、拡張工事として必要所要額を計上し

ます。 
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３．投資・財政計画 

3-2． 財政試算 

1) 投資に必要な財源の確保 

投資計画に対して必要な財源を確保し、投資と財源を均衡させる必要があります。装置産業

である水道事業では、投資に係るコストが高額となるため、その財源確保は重要な視点です。 
 
① 企業債 

企業債に関しては、企業債の償還が将来世代への負担となる側面があります。そのため、前

回の経営戦略では基本的に企業債を財源としない方針としています。 
しかし、企業債はデメリットばかりではありません。企業債によって少ない元手で大きな投

資（施設整備）が可能となり、一定程度以上の資金が確保できるなど、健全な経営基盤を維持

するために企業債の活用は有効な手段のひとつです。 
そこで、本経営戦略の財源試算では、令和 9 年度までは企業債は基本的に考慮せず、令和 10

年度以降は一定程度の資金を維持するために最低限必要となる範囲で企業債を充てる計画とし

ます。 
 
② 国庫補助金 

国庫補助金に関しては、将来の国庫補助メニューの動向も不透明であることから、財源とし

ては不確実性が高いのが現状です。 
したがって、国庫補助金は採択が見込まれる事業のみ計上していますが、その他の事業につ

いても要件を満たす場合には、積極的に国庫補助金を活用していきます。 
 
2) 財源確保のための検討事項 

① 給水人口と有収水量の推移 

今後 10 年間は、給水人口の増加に伴い、有収水量も増加する見通しです。 
それにより、令和 5 年度～14 年度までの 10 年間で約 266 億円の給水収益が確保できる見通

しです。 

 
図 3-2-1 給水人口と有収水量の将来見通し  
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図 3-2-2 給水収益の将来見通し 

 
② 減価償却費の推移 

現有施設の減価償却費は減少していくものの、投資計画に掲げた事業を推進することにより、

緩やかに増加しますが、令和 9 年度からはダム関連施設の減価償却が終わることから、大きく

減少する見通しです。 
減価償却費は収益的支出であり、減価償却費の増加は収益性を悪化させる要因となります。

その一方で、この減価償却費は現金の支出を伴わない見かけ上の費用であり、内部留保資金の

財源となります。この費用と財源という 2 つの側面をもつ減価償却費は、令和 5 年度～14 年度

までの 10 年間で約 112 億円となる見通しです。 
 

 
図 3-2-3 減価償却費の将来見通し  
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3-3． 投資・財政計画 

① 収益的収支 

令和 5 年度～14 年度の 10 年間では、収益的収入が約 329 億円であるのに対して、収益的支

出は約 300 億円であり、約 29 億円の純利益を確保できる見通しです。 
また、経常収支比率は 110％前後を維持する見通しですが、期間の後半は次第に低下するこ

とから、健全な経営を維持するために、更なる経費削減や水道料金の改定などの対応策につい

て多角的・総合的な視点から事前に検討しておく必要があります。 

 

図 3-3-1 財政計画（収益的収支）の見通し 
 
② 資本的収支 

資本的収入では、先行きが不透明な国庫補助金を見込まず、企業債は一定程度の資金を維持

するために最低限必要となる範囲で借り入れる方針としています。 
また、令和 5 年度～14 年度までの 10 年間の資本的支出（約 176 億円）に資本的収入（約 27

億円）が不足する額は補填財源で賄いますが、令和 9 年度にはその残高が著しく低下する見通

しです。令和 10 年度から借入れを行うことで、資本的収支に関しても、収益的収支と同様に、

今後も引き続き健全な経営を維持できる見通しです。 

 

図 3-3-2 財政計画（資本的収支）の見通し 
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４．経営戦略の事後検証および更新 
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４．経営戦略の事後検証および更新 

4-1． 今後の取り組みと進捗管理 

1) 投資の進捗管理 

① 浄水施設の主要構造物耐震化率 

多礼浄水場の主要構造物（沈殿池およびろ過池）に対して、耐震診断を実施し、必要に応じ

て耐震補強します。 
その結果、令和 14 年度の目標を達成することができます。 

 
浄水施設の 

主要構造物耐震化率 
現況 令和 9 年度 令和 14 年度 

経営目標 0.0％ 30％以上 30％以上 

見込み 0.0％ 30％ 30％ 

 
 
② 配水池の耐震化率 

計画期間の前期に自由ヶ丘低区配水池を耐震診断し、その結果を受けて、耐震補強します。

その結果、令和 9 年度および令和 14 年度の目標を達成することができます。 
 

配水池の耐震化率 現況 令和 9 年度 令和 14 年度 

経営目標 75％ 85％ 85％ 

見込み 75％ 85％ 85％ 

 
 
③ 基幹管路の耐震適合率 

管路の老朽化解消・耐震化推進工事を、計画期間に年間 9.2km のペースで毎年実施する計画

としていますが、その中で基幹管路を年間約 7.3km 耐震化していくことにより、令和 14 年度

の目標を達成することができます。 
 

基幹管路の耐震適合率 現況 令和 9 年度 令和 14 年度 

経営目標 38.7% 60%以上 60%以上 

見込み 38.7% 52.1% 60.2% 
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４．経営戦略の事後検証および更新 

2) 経営の進捗管理 

① 経常収支比率 

今後、投資計画で掲げた事業の推進や物価上昇などの影響により、収益性が低下します。そ

のため、令和 9 年度および令和 14 年度は経営目標である 120％を下回る見込みです。 
計画期間内の経常収支比率は、100％を上回っているものの、次第に低下する見込みである

ことから、経営改善の対応策について多角的、総合的な視点から事前に検討しておく必要があ

ります。 
 

経常収支比率 現況 令和 9 年度 令和 14 年度 

経営目標 115.8% 120%以上 120%以上 

見込み 115.8% 113.2% 108.7% 

 
 

4-2． 経営戦略の事後検証 

経営戦略は、10 年後の経営指標等を目標に掲げて投資・財政計画を策定しています。したが

って、事業の進捗状況の妥当性を評価するため、必要に応じて見直しを行うこととします。 
 なお、経営戦略の各施策を着実に実施するため、PDCA サイクルを活用します。 

この PDCA サイクルは、業務指標等により目標達成状況を評価し、実施内容とその効果をチ

ェックするとともに、業務の改善に役立てるために実施します。 
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５．経営戦略（総務省ひな形） 
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水 道 事 業 
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令和 5 年 3 月

令和 5 年度 令和 14

１．事業概要

（１）

① 給　水

人

人

千㎥／ha

人

人

千㎥／ha

② 施　設　

％

％

③ 料　金

＜料金表＞ （消費税含まず）

用 途
メータ
口径

一 般 用 13mm

20mm

25mm

40mm

50mm

75mm

115円

96円

法 適 （ 全 部 ・ 財 務 ）
・ 非 適 の 区 分

法適（全部）
現 在 給 水 人 口 547

有 収 水 量 密 度 1.02

料 金 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

施 設 能 力 29,730

浄水場設置数 1
管 路 延 長 16 千ｍ

配水池設置数 2

施 設 能 力 470 ㎥／日 施 設 利 用 率 33.4

策 定 日 ：

団 体 名 ：

事 業 名 ：

有 収 水 量 密 度

宗像地区事務組合

宗像地区事務組合水道事業

計 画 期 間 ：

13

～

管 路 延 長

1.74

供 用 開 始 年 月 日 平成22年4月1日

水 源

事業の現況

年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数選択可）

浄水場設置数

配水池設置数

2

供 用 開 始 年 月 日 平成22年4月1日 計 画 給 水 人 口

別添１－２

宗像地区事務組合水道事業経営戦略

基本料金（～8m3）
１か月につき 9～30m

3
31m

3
以上

1,143円 277円/m
3

210円/m
3

料 金 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定は含まない）

施 設 利 用 率 80.6

水道

水道

大島簡易水道

水 源 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数選択可）

施 設 数

現行の料金体系：用途別

施 設 数

580

1,343円

220円

1,000円

58円

使用料

計 画 給 水 人 口 146,500

現 在 給 水 人 口 143,244法 適 （ 全 部 ・ 財 務 ）
・ 非 適 の 区 分

法適（全部）

㎥／日

平成24年4月1日

988 千ｍ

大島簡易水道

表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 受水 , その他

表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 受水 , その他
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④ 組　織

＜組織体制＞

＜職員数・職種・年齢構成等＞

事務職員 技術職員 合計

0人 0人 0人

2人 2人 4人

3人 0人 3人

2人 0人 2人

1人 1人 2人

8人 3人 11人

（２）

（３） 経営比較分析表等を活用した現状分析

宗像地区事務組合の水道事業は、2課4係で経営している。
令和4年4月1日現在の職員数は、派遣職員を合わせて、事務系職員8人、技術系職員3人の計11人である。北九州市へ包括的に業務を委託し
たことにより、このような少人数での運営が可能となっている。

これまでの主な経営健全化の取組

平成22年4月から宗像市と福津市の水道事業と宗像地区事務組合の用水供給事業を垂直統合し、効率的な施設運用を行っている。
また、平成28年度からは水道の管理に関する技術上の業務や水道施設の建設改良工事など業務の大部分を北九州市へ包括的に委託するこ
とで、効率的な事業経営を行っている。
さらに、平成31年度から大島簡易水道事業を会計統合し、更なる効率化に向けて取り組んでいる。

経営比較分析表を参照

※　直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。

合計

～30歳未満

30～40歳未満

40～50歳未満

50～60歳未満

60歳以上

組合長
副組合長

事務局長

総務課

総務係

企画財政係

経営施設課

経営係

施設係
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２．将来の事業環境

（１） 給水人口の予測

（２）

（３）

人口の増加に伴い、水需要も増加する見通しである。

料金収入の見通し

水需要の増加に伴い、料金収入も増加する見通しである。

水需要の予測

行政区域内人口は、上位計画である宗像市と福津市の総合計画の予測値を採用している。
福津市では区画整理事業や大型ショッピングモールの出店などにより、これまで人口が増加しており、今後も増加傾向が続く見通しである。
宗像市は令和7年度を境に減少傾向に転じる見通しである。過去の実績を見ても、ここ数年は横ばいで推移していることから、人口動態の転換
期に突入したものと推察される。

76

78

80

82

84

86

88

90

100,000

110,000

120,000

130,000

140,000

150,000

160,000

170,000

180,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

普
及
率

人
口

年度

行政区域内人口（実績） 行政区域内人口（予測）

給水人口（実績） 給水人口（予測）

給水普及率（実績） 給水普及率（予測）

（人） （％）

2,100

2,200

2,300

2,400

2,500

2,600

2,700

2,800

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14
年度

給水収益（実績）

給水収益（予測）

（百万円）

30,000

32,000

34,000

36,000

38,000

40,000

42,000

44,000

46,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14
年度

一日平均給水量（実績）

一日平均給水量（予測）

一日最大給水量（実績）

一日最大給水量（予測）

（m3/日）
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（４）

３．経営の基本方針

４．投資・財政計画（収支計画）

別紙のとおり

■経営理念
「お客様に信頼される水道を次の世代へ」
今後も市民の皆様の生活を支える水道であり続けるために、「お客様に信頼される水道を次の世代へ」を基本理念とし、安全・強靭・持続の3つ
の視点で水道事業の経営に取り組んでいく。

■経営方針
①安全な水の供給（安全）
水道水は市民の皆様が毎日口にするものであることから、安全なものでなければならない。一方、水道の水源は、降雨量や水質の変化など年
や季節により、日々変動する。様々に変化する環境であっても、安定的に安全な水を供給できるよう取り組んでいく。

②災害に強い水道事業の構築（強靭）
近年、大規模な自然災害が各地で頻発しており、これらの自然災害が発生した際にも安定して水を供給できるようにするため、老朽化した水道
施設の更新や耐震化などが急務である。また、非常時の給水体制や応急復旧などの危機管理への対応を強化し、災害に強い水道事業を構築
していく。

③持続可能な水道事業の実現（持続）
将来に亘って安全な水を安定して供給するため、経営の効率化、適正な受益者負担に基づいた料金収入の確保、職員の人材育成など、将来
を見据えた経営基盤の強化により、持続可能な水道事業の実現に取り組んでいく。

（２） 投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

目 標 災害に強い水道事業の構築（強靭）

・基幹施設である多礼浄水場の老朽化した電気設備を更新する。また、主要構造物（沈殿池およびろ過池）の耐震診断を実施する。
・配水管を更新することにより、老朽化解消と耐震化を推進する。
・水需要の変動に合わせ、配水区を再編する。

宗像地区事務組合では、大部分の業務を北九州市に委託することで大幅に職員を削減している。令和4年4月1日現在の職員は11名であり、す
でに徹底した効率化を図っている状況である。
そのため、組織の見通しとしては、今以上の職員数の削減は予定していない。また、組織編成を見直す予定もない。

組織の見通し

（１） 投資・財政計画（収支計画）
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③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　投資の合理化、費用の見直しについての検討状況等

大部分の業務を北九州市へ包括的に委託しており、既に効率的な経営に取り組んでいる。
また、平成31年度からは大島簡易水道事業を会計統合し、更なる効率化に向けて取り組んでいる。

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

人口および水量は増加傾向であり、配水ブロックの見直しが必要である。
また、更新時には新設や他の配水池との統合などの整備方針を検討する予定である。

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

現在検討している取り組みはない。

そ の 他 の 取 組 多礼浄水場の主要構造物の耐震診断の結果を受け、最適な手法による耐震化の実施を検討する。

現在検討している取り組みはない。広 域 化

民間の資金・ノウハウ等の活用
（ PPP/PFI 等 の 導 入 等 ）

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト の 充 実
（ 施 設 ・ 設 備 の 長 寿 命 化 等
に よ る 投 資 の 平 準 化 ）

現在検討している取り組みはない。

アセットマネジメント手法により、投資の平準化を図る予定である。

※　投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その内容等を記載すること。
　　 また、（１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間内の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字の解消に向けた
　　 取組の方向性、検討体制・スケジュール等について記載する必要があること。

目 標 持続可能な水道事業の実現（持続）

②　収支計画のうち財源についての説明

・今後、補助事業の採択要件を満たす場合には国庫補助金を活用する。
・積極的に老朽管の更新事業を推進するため、必要に応じて企業債を借り入れる。
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②　財源についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

経営比較分析表や業務指標などの定量的な指標により、毎年度進捗管理するとともに、概ね5年ごと
に見直す。

料 金

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
改 定 等 に 関 す る 事 項

資 産 の 有 効 活 用 等 に よ る
収 入 増 加 の 取 組

継続的に管路更新に取り組んでいくため、必要に応じて企業債を借り入れる。

特になし。

当面は、水道料金を改定（値上げ）する予定はない。ただし、今後も継続的に更新していく必要がある
ため、施設や財政の状況を見ながら、必要に応じて検討を行う。

保有する資金の状況に応じて資産運用する。

そ の 他 の 取 組 特になし。

企 業 債

繰 入 金
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よ
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団
体
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比
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効
率
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に

施
設
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利

用
で

き
て

い
る

。

2
.
 
老

朽
化

の
状

況
に

つ
い

て

①
有

形
固

定
資

産
減

価
償

却
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却
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け

る
減

価
償

却
済
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割

合
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示
す

指
数

で
あ

る
。

類
似

団
体

と
比

較
す
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と

法
定

耐
用

年
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に
近

い
資
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多
い

状
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あ

る
。

②
管

路
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年
化
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路
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朽
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を
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指
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あ
る

。
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画
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事
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施
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を
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管

路
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耐
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を
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新
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令和 5 年 3 月

令和 5 年度 令和 14

１．事業概要

（１）

① 給　水

人

人

千㎥／ha

② 施　設　

％

③ 料　金

＜料金表＞ （消費税含まず）

用 途

一 般 用

計 画 給 水 人 口 550

現 在 給 水 人 口 349法 適 （ 全 部 ・ 財 務 ）
・ 非 適 の 区 分

法適（全部）

㎥／日

平成22年4月1日

7 千ｍ

41～70m
3

25円/m
3

現行の料金体系：用途別

別添１－２

宗像地区事務組合本木簡易水道事業経営戦略

基本料金(～8m
3
)

１か月につき
9～20m

3
21～40m

3

480円 20円/m
3

15円/m
3

料 金 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定は含まない）

施 設 利 用 率 92.4

施 設 数

策 定 日 ：

団 体 名 ：

事 業 名 ：

有 収 水 量 密 度

宗像地区事務組合

宗像地区事務組合本木簡易水道事業

計 画 期 間 ：

2

～

管 路 延 長

0.52

供 用 開 始 年 月 日 平成22年4月1日

水 源

事業の現況

年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数選択可）

浄水場設置数

配水池設置数

0

100円/m
3

71m
3
以上

料 金 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

施 設 能 力 184

表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 受水 , その他
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④ 組　織

＜組織体制＞

＜職員数・職種・年齢構成等＞

事務職員 技術職員 合計

0人 0人 0人

2人 2人 4人

3人 0人 3人

2人 0人 2人

1人 1人 2人

8人 3人 11人

（２）

（３） 経営比較分析表等を活用した現状分析

宗像地区事務組合の本木簡易水道事業は、2課4係で経営している。
令和4年4月1日現在の職員数は、派遣職員を合わせて、事務系職員8人、技術系職員3人の計11人で水道事業と兼務している。北九州市へ包
括的に業務を委託したことにより、このような少人数での運営が可能となっている。

これまでの主な経営健全化の取組

平成22年4月から宗像市と福津市の水道事業と宗像地区事務組合の用水供給事業を垂直統合し、効率的な施設運用を行っている。
また、平成28年度からは水道の管理に関する技術上の業務や水道施設の建設改良工事など業務の大部分を北九州市へ包括的に委託するこ
とで、効率的な事業経営を行っている。
なお、令和4年度から地方公営企業法の全部を適用している。

経営比較分析表を参照

※　直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。

合計

～30歳未満

30～40歳未満

40～50歳未満

50～60歳未満

60歳以上

組合長
副組合長

事務局長

総務課

総務係

企画財政係

経営施設課

経営係

施設係
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２．将来の事業環境

（１） 給水人口の予測

（２）

（３）

人口の減少に伴い、水需要も減少する見通しである。

料金収入の見通し

水需要の減少に伴い、料金収入も減少する見通しである。

水需要の予測

給水人口は、上位計画である「福津市まちづくり計画」の行政区域内人口の予測値と、給水普及率の実績値を基に算出している。
本木簡易水道の給水人口は、減少する見通しである。
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（４）

３．経営の基本方針

４．投資・財政計画（収支計画）

別紙のとおり

■経営理念
「お客様に信頼される水道を次の世代へ」
今後も市民の皆様の生活を支える水道であり続けるために、「お客様に信頼される水道を次の世代へ」を基本理念とし、安全・強靭・持続の3つ
の視点で水道事業の経営に取り組んでいく。

■経営方針
①安全な水の供給（安全）
水道水は市民の皆様が毎日口にするものであることから、安全なものでなければならない。一方、水道の水源は、降雨量や水質の変化など年
や季節により、日々変動する。様々に変化する環境であっても、安定的に安全な水を供給できるよう取り組んでいく。

②災害に強い水道事業の構築（強靭）
近年、大規模な自然災害が各地で頻発しており、これらの自然災害が発生した際にも安定して水を供給できるようにするため、老朽化した水道
施設の更新や耐震化などが急務である。また、非常時の給水体制や応急復旧などの危機管理への対応を強化し、災害に強い水道事業を構築
していく。

③持続可能な水道事業の実現（持続）
将来に亘って安全な水を安定して供給するため、経営の効率化、適正な受益者負担に基づいた料金収入の確保、職員の人材育成など、将来
を見据えた経営基盤の強化により、持続可能な水道事業の実現に取り組んでいく。

（２） 投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

目 標 災害に強い水道事業の構築（強靭）

・令和2年度から令和5年度まで、本木地区の下水道布設に合わせ、老朽管の更新を行っている。

宗像地区事務組合では、大部分の業務を北九州市に委託することで大幅に職員を削減している。令和4年4月1日現在の職員は11名で水道事
業と兼務しており、すでに徹底した効率化を図っている状況である。
そのため、組織の見通しとしては、今以上の職員数の削減は予定していない。また、組織編成を見直す予定もない。

組織の見通し

（１） 投資・財政計画（収支計画）
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③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　投資の合理化、費用の見直しについての検討状況等

・特になし。

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

現在検討している取り組みはない。

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

現在検討している取り組みはない。

そ の 他 の 取 組 配水管以外の施設についても、更新を検討していく必要がある。

現在検討している取り組みはない。広 域 化

民間の資金・ノウハウ等の活用
（ PPP/PFI 等 の 導 入 等 ）

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト の 充 実
（ 施 設 ・ 設 備 の 長 寿 命 化 等
に よ る 投 資 の 平 準 化 ）

現在検討している取り組みはない。

現在検討している取り組みはない。

※　投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その内容等を記載すること。
　　 また、（１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間内の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字の解消に向けた
　　 取組の方向性、検討体制・スケジュール等について記載する必要があること。

目 標 持続可能な水道事業の実現（持続）

②　収支計画のうち財源についての説明

・老朽管の更新事業については、企業債を財源とする。
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②　財源についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

経営比較分析表や業務指標などの定量的な指標により、毎年度進捗管理するとともに、概ね5年ごと
に見直す。

料 金

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
改 定 等 に 関 す る 事 項

資 産 の 有 効 活 用 等 に よ る
収 入 増 加 の 取 組

今後施設の更新を実施する際は、福津市と協議の上、企業債を借り入れる。

特になし。

福津市の政策により、水道事業に比べて低い料金設定となっている。料金改定については、今後も福
津市との協議を続けていく。

特になし。

そ の 他 の 取 組 特になし。

企 業 債

繰 入 金
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発
し

て
お

り
、

類
似

団
体

と
比

較
し

て
も

低
い

数
値

と
な

っ
て

い
る

。

2
.
 
老

朽
化

の
状

況
に

つ
い

て

　
本

木
簡

易
水

道
に

つ
い

て
は

、
令

和
２

年
度

か
ら

福
津

市
下

水
道

の
布

設
に

合
わ

せ
て

管
路

更
新

を
進

め
て

お
り

、
更

新
率

は
前

年
に

比
べ

大
き

く
増

加
し

て
い

る
。

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

0.
00

5.
00

1
0.

0
0

1
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0
0
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0.
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平
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2
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.
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0
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1
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当
該

値
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1.
2
9
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.
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6
.9

0
17

8.
4
8

24
6.

6
6

平
均
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6
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収
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％
)
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00

H2
9

H3
0

R
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当
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値

平
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値

0.
00

50
0.

0
0

1
,0

0
0.

0
0

1
,5

0
0.

0
0

2
,0

0
0.

0
0

2
,5

0
0.

0
0

3
,0

0
0.

0
0

3
,5

0
0.

0
0

4
,0

0
0.

0
0

4
,5

0
0.

0
0

5
,0

0
0.

0
0

H2
9

H3
0

R0
1

R
02

R0
3

当
該

値
1
,7

1
0.

3
6

1,
70

3
.6

8
67

6.
9
1

5
07

.
47

4,
56

1
.6

0

平
均

値
1
,3

0
2.

3
3

1,
27

4
.2

1
1,

1
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.
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1,
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8
.7

2
1,
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5
.2

5

0.
00

5.
00
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.
00
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.
00

20
.
00
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.
00
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.
00
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.
00

40
.
00
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.
00
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0

R
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3

当
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値
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.
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2
9.

6
1
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.9

3
17

.9
5
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.3

0

平
均

値
40

.
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4
1.

2
5

42
.5

0
41

.8
4

41
.4

4

0.
00

1
00

.
00

2
00

.
00

3
00

.
00

4
00

.
00

5
00

.
00

6
00

.
00

H2
9

H3
0

R0
1

R0
2

R0
3

当
該

値
52

9.
8
5

52
0.

5
5

20
5
.1

1
21

1.
9
7

18
3.

0
6

平
均

値
38

3.
2
0

38
3.

2
5

37
7
.7

2
39

0.
4
7

40
3.

6
1

0.
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20
.0

0
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.0

0
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.0

0
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.0

0

1
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.
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1
20

.
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H2
9

H3
0
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1
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2

R0
3

当
該

値
64

.6
7

54
.
79

88
.3

8
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.8
8

9
2.

5
8

平
均

値
47

.9
5
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.
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48
.0

1
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.0
8

5
1.

4
6
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.
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.
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.
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.
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.
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.
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当
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値
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.
18

7
2.

4
1
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.2

9
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.7
3
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.7

2

平
均

値
74

.
90

7
2.

7
2

72
.7

5
71

.2
7

68
.5

8

②
累

積
欠

損
金

比
率

(
％
)

③
流

動
比

率
(
％

)
④

企
業
債

残
高

対
給

水
収

益
比

率
(
％

)

⑤
料

金
回

収
率
(
％

)
⑥

給
水

原
価
(
円

)
⑦

施
設

利
用

率
(
％

)
⑧

有
収

率
(％

)

①
有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
(
％

)
②

管
路

経
年

化
率

(
％
)

③
管

路
更

新
率

(
％

)

【
7
3.
42
】

【
94
0.
88
】

【
7
1.
01
】

【
5
6.
42
】

【
30
1.
20
】

【
5
4.
59
】

【
0.
58
】

該
当
数

値
な
し

該
当
数
値

な
し

該
当
数

値
な
し

該
当
数

値
な
し
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様
式

第
2
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（
法

適
用

企
業

・
収

益
的

収
支

）
投

資
・
財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

（
単

位
：
千

円
，

％
）

年
　

　
　

　
　

　
度

令
和

3
年

度
令

和
4
年

度
令

和
5
年

度

区
　

　
　

　
　

　
分

（
決

算
）

（
補

正
予

算
）

（
予

算
）

１
．

(A
)

1
,4

1
5

1
,3

0
8

1
,3

0
0

1
,2

9
3

1
,2

9
0

1
,2

8
0

1
,2

7
3

1
,2

7
0

1
,2

6
3

1
,2

6
0

1
,2

5
7

(1
)

1
,4

1
4

1
,3

0
7

1
,2

9
7

1
,2

9
0

1
,2

8
7

1
,2

7
7

1
,2

7
0

1
,2

6
7

1
,2

6
0

1
,2

5
7

1
,2

5
4

(2
)

(B
)

(3
)

1
1

3
3

3
3

3
3

3
3

3
２

．
1
1
,6

6
2

2
1
,4

5
7

1
9
,1

7
3

1
9
,2

7
7

1
9
,3

6
9

1
9
,3

1
1

1
9
,3

5
0

1
7
,6

2
9

1
6
,3

4
3

1
6
,4

4
6

1
6
,5

5
5

(1
)

3
,0

2
2

8
,9

4
9

9
,4

1
9

8
,4

3
1

8
,5

2
3

8
,6

2
4

8
,7

2
5

8
,8

2
3

8
,9

2
8

9
,0

3
1

9
,1

4
0

3
,0

2
2

8
,9

4
9

9
,4

1
9

8
,4

3
1

8
,5

2
3

8
,6

2
4

8
,7

2
5

8
,8

2
3

8
,9

2
8

9
,0

3
1

9
,1

4
0

(2
)

8
,0

3
9

1
2
,5

0
6

9
,7

5
4

1
0
,8

4
6

1
0
,8

4
6

1
0
,6

8
7

1
0
,6

2
5

8
,8

0
6

7
,4

1
5

7
,4

1
5

7
,4

1
5

(3
)

6
0
1

2
(C

)
1
3
,0

7
7

2
2
,7

6
5

2
0
,4

7
3

2
0
,5

7
0

2
0
,6

5
9

2
0
,5

9
1

2
0
,6

2
3

1
8
,8

9
9

1
7
,6

0
6

1
7
,7

0
6

1
7
,8

1
2

１
．

1
7
,5

2
6

2
0
,5

4
9

1
8
,5

9
8

1
8
,7

4
5

1
8
,8

9
5

1
8
,8

8
9

1
8
,9

8
3

1
7
,3

2
3

1
6
,0

9
4

1
6
,2

5
9

1
6
,4

2
8

(1
)

(2
)

9
,4

0
5

1
1
,0

0
2

7
,7

5
2

7
,8

9
9

8
,0

4
9

8
,2

0
2

8
,3

5
8

8
,5

1
7

8
,6

7
9

8
,8

4
4

9
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1
3

9
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0
5

1
1
,0

0
2

7
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5
2

7
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9
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8
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4
9

8
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0
2

8
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5
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8
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8
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7
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8
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4
4

9
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1
3

(3
)

8
,1

2
1

9
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4
7

1
0
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4
6

1
0
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4
6

1
0
,8

4
6

1
0
,6

8
7

1
0
,6

2
5

8
,8

0
6

7
,4

1
5

7
,4

1
5

7
,4

1
5

２
．

8
5
0

2
,2

1
3

1
,8

7
2

1
,8

2
2

1
,7

6
1

1
,6

9
9

1
,6

3
7

1
,5

7
3

1
,5

0
9

1
,4

4
4

1
,3

8
1

(1
)

6
0
0

1
,4

7
2

1
,8

7
2

1
,8

2
2

1
,7

6
1

1
,6

9
9

1
,6

3
7

1
,5

7
3

1
,5

0
9

1
,4

4
4

1
,3

8
1

(2
)

2
5
0

7
4
1

(D
)

1
8
,3

7
6

2
2
,7

6
2

2
0
,4

7
0

2
0
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6
7
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0
,6
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7
,6

0
3

1
7
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9

(E
)

△
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9
9

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3
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)

5
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8
3

(G
)

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
(H

)
5
,7

8
0

△
 3

△
 3

△
 3

△
 3

△
 3

△
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△
 3

△
 3

△
 3

△
 3

4
8
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

(I
)
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8
1

4
8
1

4
8
1

4
8
1

4
8
1

4
8
1

4
8
1

4
8
1

4
8
1

4
8
1

4
8
1

(J
)

5
,9

2
9

8
,6

7
3

8
,3

3
4

7
,8

0
8

7
,2

7
6

6
,7

3
9

6
,1

9
6

5
,6

4
8

5
,0

9
4

4
,5

3
5

4
,0

4
5

5
,9

2
9

2
,9

7
5

(K
)

1
2
8
,2

8
9

1
5
7
,8

0
2

1
5
3
,4

7
3

1
4
8
,1

7
8

1
4
2
,8

2
4

1
3
7
,4

1
1

1
3
1
,9

3
8

1
2
6
,4

0
4

1
2
0
,8

0
8

1
1
5
,1

4
9

1
1
0
,2

5
7

1
2
8
,2

8
9

1
5
7
,8

0
2

1
5
3
,4

7
3

1
4
8
,1

7
8

1
4
2
,8

2
4

1
3
7
,4

1
1

1
3
1
,9

3
8

1
2
6
,4

0
4

1
2
0
,8

0
8

1
1
5
,1

4
9

1
1
0
,2

5
7

( 
I 
)

(A
)-

(B
)

(L
)

(M
)

1
,4

1
5

1
,3

0
8

1
,3

0
0

1
,2

9
3

1
,2

9
0

1
,2

8
0

1
,2

7
3

1
,2

7
0

1
,2

6
3

1
,2

6
0

1
,2

5
7

(N
)

(O
)

(P
)

注
）
令

和
3
年

度
ま

で
は

特
別

会
計

で
あ

り
、

令
和

4
年

度
か

ら
企

業
会

計
に

移
行

し
て

い
る

。

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7

条
に

よ
り

算
定

し
た

事
業

の
規

模

健
全

化
法

第
2
2

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）
/
（
P

）
×

1
0
0
)

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(A

)-
(B

)
地

方
財

政
法

に
よ

る
資

金
不

足
の

比
率

(（
L
）
/
（
M

）
×

1
0
0
)

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額

う
ち

建
設

改
良

費
分

う
ち

一
時

借
入

金
う

ち
未

払
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累
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欠
損

金
比

率
（

×
1
0
0

）

支
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利
息

そ
の

他

流
動

負
債

経
常

損
益

(C
)-

(D
)

特
別

利
益
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別

損
失

特
別

損
益

(F
)-
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)

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E
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(H

)
繰

越
利

益
剰

余
金

又
は

累
積

欠
損

金
流

動
資

産
う

ち
未

収
金
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収 益 的 収 入

修
繕

費
材

料
費

そ
の

他
減

価
償

却
費

営
業

外
費

用

基
本

給
退

職
給

付
費

そ
の

他
経

費
動

力
費

支
出

計

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費

令
和

1
1
年

度

収
入

計

補
助

金
他

会
計

補
助

金
そ

の
他

補
助

金
長

期
前

受
金

戻
入

そ
の

他

営
業

収
益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他
営

業
外

収
益

令
和

1
2
年

度
令

和
1
3
年

度
令

和
1
4
年

度
令

和
6
年

度
令

和
7
年

度
令

和
8
年

度
令

和
9
年

度
令

和
1
0
年

度
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度
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度
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分
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決
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補
正

予
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算
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１
．

6
1
,5

0
0

3
3
,2

0
0

２
．

３
．

3
,0

7
6

3
,7

6
6

3
,7

3
7

5
,7

9
5

5
,8

5
4

5
,9

1
3

5
,9

7
3

6
,0

3
4

6
,0

9
6

6
,1

5
9

5
,3

9
2

４
．

5
,1

0
0

6
,4

0
0

５
．

６
．

７
．

８
．

９
．

(A
)

6
9
,6

7
6

4
3
,3

6
6

3
,7

3
7

5
,7

9
5

5
,8

5
4

5
,9

1
3

5
,9

7
3

6
,0

3
4

6
,0

9
6

6
,1

5
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